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ン
ポ
ン
は
避
け
ま
し
ょ
う

⑨
恐
い
妊
娠
女
性
の
大
酒

ア
ル

コ
ー
ル
ぷ
、
妊
坂
出ー
の
女
性
の

訟
資
金
と
し
て
役
立
勺
て
い
ま
す
。

上
田
市
に
も
、
現
在
十
八
億
四
千
万

円
余
に
の
ぼ
る
資
金
が
融
資
き
れ
、
神

科
・
中
塩
田
小
学
校
、
岩
門
団
地
、
秋

と

き

:
・
二
月
十
七
日
間
、
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
三
時
。

と
こ
ろ
・
:
長
野
市
飯
綱
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原
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キ
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目
。・
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競
技
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両
国
園
長

居
州

z
q
u

一
一
月
刊
日
北
向
観
音
て
行
わ
れ
る
一
立
ま
き
用
の
「
悩
ま
す
」
作
リ
が
、
一
月
十
六
日
か
ら
別
所
温
泉
の
常
楽
寺
て
は
し
ま
り

ま
し
た
半
田
孝
淳
住
臓
が
ヒ
ノ
キ
る
ど
の
ま
す
に

「
福」

「
寿
」
の

二
文
字
を
書
き
込
ん
で
仕
上
げ
ま
す
が
、
こ
の
福
ま
す
は
、
応

よ
け
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
縁
起
物
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。
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書
訓
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M
紛
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に
-
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
お
子
さ
ん
や
同
居
・
下
宿
し

て
い
る
方
め
住
所
は
、
肩
書
き
も
忘
れ

よ

i
に
担
比
入
lν

て
お
当
、
ま
1
ャょ

7
.

市民 の動き

( 1月1日現在1
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33，265世帯 (十4) 

( )内は前月比です

111，825人
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女
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昨
年
の
九
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
き

一

た
「
上
田
市
し
い
の
み
園
(
し
体
不
自

わ
由
児
機
能
訓
練
母
子
通
園
施
設
)
」
が
、

出
向
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

引
制
同
聞
は
、
総
事
業
費
四
千
七
百
万
円
、

腕
木
造
平
屋
建
て
延
面
積
約
二
百
八
十
八

/べ
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
、
社
会
福
祉

一

法
人
「
上
回
し
い
の
み
園
(
重
度
身
体

一

障
害
者
収
容
授
産
施
設
)
」
の
東
側
(
中

一

之
条
地
籍
)
に
あ
り
ま
す
。
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t式

九
園
芸
家
庭
の

難
な
通
園
児
が
多
く
、
床
暖
房
が
是
非

必
要
な
こ
と
か
ら
、
最
近
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
と
し
て
話
題
の
太
陽
熱
を
利

用
し
た
床
暖
房
方
式
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
」
を
取
り
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
真

南
に
む
け
て
約
三
十
度
傾
斜
し
た
丈
夫

な
屋
根
に
銅
板
を
張
り
、
そ
の
下
に
温

水
パ
ネ
ル
を
敷
い
て
太
陽
熱
を
吸
収
、

こ
こ
に
水
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
水
を

湯
に
変
、
え
て
床
暖
房
や
給
湯
な
ど
に
利

用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
晴
天
時
に
は
約

四
十
五
℃
の
湯
が
得
ら
れ
ま
す
。

二

の
温
働

b
品
旅
の

τ』
に
パ
J
A1
4J

T

、啄
旭
ーし
て

床
暖
房
し
、
真
冬
で
も
室
内
の
温
度
は

十
八
℃
が
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。余
っ
た
熱
は
、
地
下
の
蓄
熱
そ
う
に

蓄
え
ら
れ
、
く
も
り
の
日
な
ど
太
陽
熱

を
吸
収
で
き
な
い
日
に
使
わ
れ
ま
す
が
、

蓄
熱
そ
う
の
エ
ネ
ル
ギ
‘l
を
使
い
は
た

し
た
と
き
は
、
自
動
的
に
補
助
ボ
イ
ラ

ー
が
作
動
し
て
暖
房
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」

で
、
通
園
児
の
皆
さ
ん
は
明
る
く
、
快

適
な
訓
練
や
治
療
が
で
き
る
こ
と
で
し

昨
年
の
八
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
き

た
「
朝
日
ケ
丘
児
童
館
」
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

同
児
童
館
は
上
田
市
で
は
じ
め
て
の

児
童
館
で
、
総
事
業
費
三
千
三
百
万
円
、

木
造
平
屋
建
て
延
面
積
二
百
九
十
八
平

方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
す
。
約
五
十
人

が
入
れ
る
広
い
遊
戯
室
や
工
作
室
、
集

会
室
、
図
書
室
な
ど
が
あ
り
、
建
物
の

西
側
に
は
広
い
遊
園
地
も
あ
り
ま
す
。

児
童
館
は
主
に
学
童
(
大
体
、
小
学

校
一
か
ら
三
年
生
)
を
対
象
に
し
た
も

の
で
、
特
に
共
か
せ
ぎ
世
帯
の
児
童
対

』

冬
で
も
、
太
陽
が
あ
た
れ
ば
と
て
も

暖
か
く
な
り
ま
す
。
カ

ー
テ

ン
を
あ
け

る
な
ど
し
て
太
陽
熱
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に

策
を
取
り
入
れ
て
、
そ
の
地
域
の
児
童

に
遊
び
場
を
与
、
ぇ
、
児
童
の
生
活
の
安

全
を
非
行
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

児
童
は
学
校
が
終
る
と
家
に
カ
バ
ン

を
置
い
て
ま
た
は
、
直
接
、
児
童
館
へ

行
っ
て
宿
題
を
し
た
り
、
保
母
な
ど
の

資
格
の
あ
る
児
童
厚
生
員

(二

人
)
と

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
、
父
母
が
帰
宅

す
る
夕
方
ま
で
こ
こ
で
楽
し
く
過
ご
し

ま
す
。

地
域
の
児
童
対
策
の
拠
点
と
し
て
、

大
い
に
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

三
杯
分
沸
か
せ
る
ガ
ス
立
に
な
り
ま
す
。

問
、
住
宅
に
断
熱
材
の
使
用
を
/
.

た
と
え
ば
、
新
増
築
の
際
に
断
熱
材
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第一
家
庭
で
使
フ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
フ
ち

目
前
冬
季
の
暖
房
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
約

問
問
…
四
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ

畔
削
れ
だ
け
に
冬
の
省
工
、
不
ル
ギ

l
対
策
は

官
官
。
細
川
市
非
常
に
重
要
で
す
。

一
各
家
庭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
工

一

夫

を

行

っ
て
省
子
不
ル
ギ
l
に
努
め
ま

だ

し

よ

う

。

-え

1
、
室
温
は
十
八
℃
に
調
節
を
/

部
屋
の
温
度
は
十
八
℃
を
目
安
に
、

っ
こ
ま
め
に
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。
暖
房

報

温

度

を

一
℃
下
げ
れ
ば
、
燃
料
費
は
約

広

一
割
節
約
で
き
ま
す
。

口
μ

同
け

内
〆
臼年Fhu

 

p
同
U

円
H
M

手
小
・
刀
口qu 

権
…

用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
晴
天
時
に
は
約

四
十
五
℃
の
湯
し
か
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
湯
を
床
の
下
に
パ
イ
プ
で
通
し
て

2
、
部
屋
の
保
温
の
心
掛
け
を
/

カ
ー
テ
ン
を
厚
手
の
も
の
に
し
、
で

き
る
だ
け
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
、

窓
、
壁
な
ど
に
目
張
り
を
す
る
と
暖
房

効
果
が
上
が
り
ま
す
。

3
、
暖
房
機
器
の
置
き
場
所
の
工
夫
を
/

た
と
え
ば
、
窓
側
な
ど
の
冷
気
の
入
っ

て
く
る
位
置
に
窓
を
背
に
し
て
置
く
と
、

暖
気
が
冷
気
を
押
し
上
げ
て
、
空
気
の

対
流
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
わ
れ
て
効
果

的
で
す
。

[議
~::rt\... .............. 

4
、
適
切
な
暖
房
機
器
の
選
択
を
/

暖
房
機
器
は
、
部
屋
の
用
途
や
大
き

さ
、
使
う
人
に
合
わ
せ
て
選
び
ま
し
ょ

A
ノ
。5

、
暖
房
機
器
の
お
手
入
れ
を
/

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
焼
部
分
の
お

手
入
れ
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

反
射
型
の
も
の
は
反
射
板
を
よ
く
み
が

き
ま
し
ょ
ャ
フ
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
空
気
取
入
れ
口

を
と
き
ど
き
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。

よ適で
7 な
。訪11 通
練園
や児
治の
療皆
カずさ

でん
きは
る明
こる
とく
で
し快」

6
、
電
気
こ
た
つ
の
上
手
な
使
用
を
/
・

こ
た
つ
敷
き
を
使
い
、
こ
た
つ
掛
け

も
厚
手
で
大
き
め
の
綿
製
の
も
の
を
使

う
と
効
果
的
で
す
。

7
、
電
気
毛
布
は
適
切
な
温
度
調
節
を
/

お
や
す
み
前
に
ス
イ

y
チ
を
「
強
」

に
し
て
フ
ト
ン
を
暖
め
て
お
き
、
床
に

入
る
と
き
は
「
弱
」
に
し
て
使
う
方
が

効
率
的
で
、
し
か
も
快
適
な
使
い
方
で

す。8
、
太
陽
の
恵
み
を
/

冬
で
も
、
太
陽
が
あ
た
れ
ば
と
て
も

暖
か
く
な
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
を
あ
け

る
な
ど
し
て
太
陽
熱
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

9
、
湯
沸
器
の
使
い
方
に
工
夫
を
/

長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
口
火
を
消

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
一
日
五
時
間
つ
け

っ
ぱ

な
し
に
す
る
と
、
一
か
月
で
フ
ロ
が
約

三
杯
分
沸
か
せ
る
ガ
ス
量
に
な
り
ま
す
。

問
、
住
宅
に
断
熱
材
の
使
用
を
/
・

た
と
え
ば
、
新
噌
築
の
際
に
断
熱
材

を
入
れ
で
お
く
と
暖
房
資
は
半
分
程
度

も
節
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
既
設
の
家
で
は
天
井
裏
に
断

熱
材
を
使
う
だ
け
で
も
効
果
が
あ
り
ま

す。

ロEヨロ 名 単 位 安 値 品 値

庖頭 1，170円 1，320円
18P 

n j由 配達 1，240円 1，370円

200P 配達 13，500円 14，200円

フ。ロノfン 5m' 2，000円 2，200円

生 灯油・プロパン情報協力庖販売価格(1月25日現在)
活お
交開
通合
課わ
⑫せ
4 は
1市
O 役
O 所
内
線
2 
7 
6 

これは情報提供協力底の価格調査の結果から価格

をお知らせしているもので、市内全庖の販売価格

ではありません。

第28岡産直デー
12月15日(釦|
(生活交通課宮⑫4100内線276)

①大型寒さぱ(冷凍) 1尾 140円

②船凍いか 2杯 280円

市内産直協力庖

品目

取扱
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お知らせ
市
県
民
税
の
申
告
は

えつ

お
早
め
に

日

市

民

税

課

第

一

係

幸

宮

⑫

4
1
0
0
内
線
2
3
1

広

I

l

-

-

』
惨
はい川

一

今
年
も
市
県
民
税
、
所
得
税
な
ど
の

一

申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
申
告

mw
時
期
が
き
て
も
、
申
告
書
を
提
出
し
な

肘
附
い
方
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
提
出
が

U
M
 

咋
脚
あ
り
ま
せ
ん
と
、
後
日
何
度
も
足
を
運

抑
制
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

-

必
ず
期
限
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い

口汚
nxu 
nu 
nδ 
皆
府

申
告
期
間
は

二
月
十
六
日
j
三
月
十
五
日

昭
和
五
十
四
年
分
の
所
得
に
つ
い
て

市
県
民
税
の
申
告
受
付
を
、

二
月
十
六

日
凶
か
ら
三
月
十
五
日

ωま
で
、
市
役

が

m
・
古
川
叩
国
民
糾
悦
捕
師
戸

J

昨
附
吋

b
u
トム「
、バ

υ々
合
抽
出

島
正
念
邑
冒
し
戸
除
、
室
、

F
Hi--
回
目
靭
雀

AI  

恒例の出初式が1月21日行われ、市民に
ミ火災予防ミを呼びかけました。県下初の

i女子隊員も加わった消防音楽隊の演奏に合
:わせ、約1，200名の団員、消防車などが市内
i行進をし、市役所前で石井市長 (写真・左
i端)の観闘を受けました。

区
へ

出
張
し
て
受
付
を
し
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
十
五
日
の
申
告
期
限
が
近
く
な

り
ま
す
と
、
例
年
受
付
会
場
が
混
雑
し
、

お
待
ち
い
た
だ
く
時
聞
が
長
く
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
は
早
め
に
す
ま
さ
れ
る

よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す

「
昭
和
五
十
五
年
度
市
県
民
税
の
申

告
に
つ
い
て
」
の
内
容
を
ご
覧
い
た
だ

き、

正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
一
世
帯
に
一
部
し
か
配

布
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
同
一
世
帯

内
で
二
人
以
上
の
申
告
者
が
あ
る
場
合

は
、
市
役
所
、
ま
た
は
各
支
所
に
申
告

書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
の
う

え、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

遠
く
の
人
は

「
出
張
受
付
会
場
」
へ

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考
慮

し
て
、
下
表
の
日
程
で
出
張
受
付
を
行

い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

所
〈 得

A上m
fZE 
3 董11:王

見箸は
恩ヘ

上
国
税
務
署
宮
⑫

1
2
3
4

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
二
月
十

六
日
凶
か
ら
三
月
十
五
日
出
ま
で
の
聞

に
、
上
国
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
ち
ら
も
、
期
限
間
近
に
な
り

ま
す
と
税
務
署
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
す
ま

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

今
年
か
ら
新
し
く
確
定
申
告
を
さ
れ

る
人
は
、
申
告
用
紙
を
税
務
署
か
市
役

所

・
市
民
税
課
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
や
農
業
と
給
与
所
得
で
確

伺

仙

肌

休

休

休

門

口

門

口

門

口

門

口

口

u

o

o

n

ヨ

ハ

U

司

4

1

i

T
i

、
ー
の
L

η

L

n

4

同

月

日

一

円

同

月

間

円

同

門

η

L

q

4

η

4

q

L
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納税申 告出張受付 日程表

A

佳
品 受付日名I蕩

|科l染相倉

泉旧公民館田

定
申
告
を
す
る
人
は
、
市
役
所
・
市
民

税
課
ま
た
は
出
張
会
場
で
も
申
告
相
談

を
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈行
政
相
談
所
を
開
設
〉

役
所
の
仕
事
に
つ

い
て

お
気
軽
に
ご
相
談
を

生
活
交
通
課

宮
⑫

4
1
0
0
内
線
2

7
6

園
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
相
談
所
を

次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、
役
所
の
仕

事
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
秘
密
を
守
り
、

無
料
で
す
。

ω叩

釘

口
u

n

口

4

4

η

L

 

q
/旬
。

乙
】

円

円

円

円

η〆
u

n

ノ
-之

2月25日(月)

2 H25口(月)

2 fJ26IJ()¥) 

2月26日(:k)

鈴チ公民館

下之郷公民館

三 好町会館

室羽生活E主将
センター

川辺町会館

小泉区民会館

郷

辺

下

賀

泉

と

き

・
:
二
月
十
二
日

ω、
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
。

と
こ
ろ
:
・
上
田
西
武
百
貨
庖
(
無
料
の

駐
車
場
が
あ
り
ま
す
)

相
談
機
関
・
:
長
野
行
政
監
察
局
、
長
野

地
方
法
務
局
、
関
東
信
越
国
税
局
、

上
小
地
方
事
務
所
、
上
田
建
設
事
務

所
、
小
諸
社
会
保
険
事
務
所
、
上
田

市
、
行
政
相
談
員
。

相
談
内
容
・
:
園
、
県
、
市
な
ど
役
所
に

対
す
る
苦
情
な
ど
で
す
。

/
 

¥、臼
円
円
u
t
d
 

今

J

2 )~ 27 [11*1 

手ヰ 2 fJ28口{.fl

2 fJ29日(EI

上野が丘公民館

農協富士山支所

手塚公民館

市役所川内支所里

3月4E:l(:k) 西塩田会館

3月5円(水)農協神川事業所)11 

3は6日(本)

+受付時間 午前9時30分から午後4時まで

Pゎ¥この出張会均で申告ので きなかった万は、

市民税岡県で中たして く ださ P ~

農協塩尻事業所尻
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第、、s'''

m師
と
き
・
:
二
月
二
十
三
日

ω、
午
後
一

回
円
帖
何
制

糊

時

三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
。

柳
川

と
こ
ろ
・
:
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ほ

(

三
階

・

大

?

と

一

内

容

:

①
血
圧
測
定
②
病
気
を
克
服

一

さ
れ
た
方
の
体
験
発
表
③
講
演

「成

だ

人
病
を
防
ご
う
」
浅
間
病
院
・
吉
沢

国
雄
さ
ん

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

健
康
情
つ
く
り

「
断
酒
会
」
に
ご
参
加
を

保
健
予
防
課
含
⑫
4
1
0
0

内
線
2
9
0
有
線
②
0
7
2
1

酒
を
や
め
た
い
と
思
い
な
が
ら
も
、

ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
で
悩
ん
で

い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
断
酒
会
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

:

・
毎
週
木
曜
日
、
午
後
七
時
か

ら
九
時
(
二
月
は
、
七
・
十
四
・
二
十

一
・
二
十
八
日
。
三
月
は
、
六
・
十

三

・
二
十
・
二
十
七
日
)

と
こ
ろ
・
:
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

推
進
大
会
を
開
催

上
田
市
健
康
づ
く
り推
進
協
議
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

複
十
字
シ
ー
ル

えつー (5)一一一昭和55年2月1日 広報

結
核
予
防
の
た
め
の
昭
和
五
十
四
年

駐

車

場

が

従

来

よ

り

狭

く

な

り

ま

し

と

に

な

り

ま

し

た

。

へ

た
。

車

で

来

庁

さ
れ
た
方
は
、
駐
車
場
川

…
こ
れ
ま
で
の
市
役
所
駐
車
場
で
は
、
入
口
で
整
理
券
を
も
ら

っ
て
入
り
、
一

川
市
街
地
で
の
買
物
客
の
駐
車
も

一

部

訪

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
認
印
を
一

…
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
市
役
所
に
受
け
て
、
帰
る
時
に
駐
車
場
の
係
以
一

山
用
事
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
車
で
来
に
お
渡
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
ん

…
庁
で
き
る
よ
う
に
、
来
庁
の
皆
さ
ん
し
た
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

……

字
シ

l

じ

れ

市
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ

り
、
総
額
百
九
万
七
千
三
百
六
十
円
の

募
金
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
達

成
率
は
九
六
・
ヒ
%
)

こ
の
集
ま
っ
た
募
金
は
、
上
回
保
健

所
を
通
じ
て
結
核
予
防
会
へ
納
入
い
た

し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

基
本
的
理
解
の
た
め
に

上
田
市
内
で
も
混
住
し
て
住
ん
で
い

る
人
、
ま
た
、
一
般
と
変
わ
り
な
く
い

ろ
い
ろ
な
苗
字
の
人
た
ち
が
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
。

環
境
の
悪
い
所
に
住
ん
で
い
る
人
た

ち
は
、
移
住
す
る
こ
と
も
よ
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
し
か
し
今
ま
で
の
差
別
に
よ

っ
て
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち

も
多
く
、
ま
た
感
情
的
な
面
も
あ
り
、

そ
う
簡
単
に
他
に
土
地
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
苗
字
を
変
え

る
こ
と
も
他
の
土
地
へ
の
分
散
移
住
も
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
は
厳
し
い
差
別
か
ら
の

が
れ
る
た
め
の
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
苗
字
を
変
え
た
り
、

分
散
し
て
他
に
移
り
住
ん
だ
ら
そ
の
出

身
を
か
く
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
解
放
同
盟
、
県
連
の
幹
部
の
方
の

話
に
よ
り
ま
す
と
年
輩
の
人
は
、
長
野

県
の
同
和
地
区
に
つ
い
て
五
里
四
方
位

交
通
事
故
相
談
の

ご
利
用
を

市
民
相
談
室
(
市
役
所
二
階
)

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
8

市
で
は
、
交
通
事
故
相
談
を
左
記
の

と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
に
差
別
の
恨
は
深
く
そ
の

偏
見
は
年
寄
り
か
ら
若
い
者
に
伝
え
ら

れ
、
と
く
に
結
婚
問
題
な
ど
が
起
き
る

と
親
、
兄
弟
や
そ
の
出
身
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
わ
か
つ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
の
手
続
か
ら
籍
を
入
れ
る

た
め
に
、
昔
は
戸
籍
を
取
る
こ
と
に
よ

っ
て
知
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

出
身
の
長
野
県
か
ら
新
潟
県
に
転
勤
、

工
場
に
勤
め
て
い
た
青
年
が
、
り
っ
ぱ

な
青
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
養
子
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
籍
を
入
れ
る
こ

と
に
よ

っ
て
出
身
が
わ
か

つ
て
し
ま
い
、

差
別
に
耐
え
か
ね
て
自
殺
す
る
と
い
う

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
上
田
市
内
に
あ

っ
た
事
例
と
し

て
は
、
川
西
出
身
の
娘
さ
ん
は
愛
媛
県

の
青
年
と
結
婚
し
て
幸
せ
な
生
活
を
送

り
始
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
親
戚
の
者

が
興
信
所
を
使
っ
て
調
査
し
、
そ
の
出

身
が
わ
か
り
親
、
兄
弟
、
親
戚
の
激
し

い
差
別
に
耐
え
か
ね
て
故
郷
に
帰
る
こ

と
も
で
き
ず
生
き
る
す
べ
て
を
失
な
い
、

自
ら
命
を
断

っ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。

日

月日必日から

金 Hltl 日

[1 

1~ι 
ログミ

sM 

キ日

土

す
る
と
苗
字
を
変
え
て
も
他
の
土
地

に
移
り
住
ん
で
も
、
部
落
解
放
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

つ
ぎ
を
つ
い
で
穴
を
隠
し
で
も
、
つ

ぎ
は
ぎ
で
は
、
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ず
、

丈
夫
な
着
物
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
部
落
差
別
の

重
い
圧
迫
に
耐
え
か
ね
た
逃
避
的
な
姿

勢
で
あ
り
、
逃
避
で
は
根
本
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
わ
ゆ
る
一
般
と
い
わ
れ
る
人
た
ち

に
は
、
同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
与
え
「
人
を
大
事
に
す
る
こ
と
」

「
人
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
る
」
こ
の

教
育
を
貫
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
差
別
意

識
を
変
え
る
こ
と
、
一
方
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
に
望
む
こ
と
は
、
同
和
対
策

の
法
律
に
よ
る
行
政
や
教
育
の
事
業
に

進
ん
で
参
加
し
、
自
ら
社
会
文
化
的
な

生
活
向
上
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
、

ま
た
臼
ら
の
立
場
を
自
党
し
、
差
別
意
識

や
実
態
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
差
別
解
消

の
た
め
に
、
団
結
に
よ
っ
て
解
放
の
た
め

に
立
ち
向
う
こ
の
こ
と
以
外
に
解
決
の

道
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

(
つ
づ
く
)
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年
昭
和
五
十
五
年
度
、
市
へ
物
品
の
納

ph
u
 

都
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
「
見
積
参
加
願」

昭
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
次
に
よ
り

一

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
提
出
期
限
:
・
二
月
一
日
幽
か
ら
同
二
十

一

九

日
働
ま
で
で
す
。

期
日
ま
で
に
提

一

出

さ
れ
ま
す
と
、
市
の
規
則
に
よ
り

だ

資
格
審
査
を
し
、
見
積
参
加
業
者
名

-え

簿
に
掲
載
し
ま
す
。

必
要
書
類
・
・
・
①
見
積
参
加
願
②
営
業
概

う

安
調
書
③
事
業
経
歴
書
④
納
税
証
明

書
(
事
業
税
、
市
町
村
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
)
の
各
一

通
。

用
紙
は
会
計
課
に
あ
り
ま
す。

市
へ
の
物
品
納
入

「
見
積
参
加
願
」
の
提
出

ロ
防
悼
式
学広日

可仰向

五
千
平
方
ぷ
以
上
の

協

土
地
取
引
き
は
届
出
を

昭
第

l
i
l
l
-
I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー

ベ

企

画

課

企

画

係

一

宮

⑫
4
1
0
0内
線
2

5

2

一
昭
和
四
十
八
年
以
降
の
土
地
ブ
l
ム

一

に
よ
る
土
地
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
、

号

昭
和
四
十
九
年
六
月
に
国
土
利
用
計
画

no
 

別
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

第
限
・
り
れ
た
国
土
の
計
画
的
利
用
を
は
か

員

き
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

法
律
に
よ
り
ま
す
と
、
五
千
平
方
メ

ー
ト
ル
(
約
千
五
百
坪
)
以
上
の
土
地

取
引
き
(
売
買
、
賃
借
権
・

地
上
権

・

抵
当
権
の
設
定
な
ど
)
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
県
知
事
に
届
出
を
し
な
い
と

契
約
締
結
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

届
出
違
反
や
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
に

対
し
て
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

採
石
業
者
と
の
山
林
売
買
や
宅
地
開

発
業
者
と
の
農
地
の
売
買
の
場
合
な
ど
、

届
出
が
必
要
で
す
。
最
近
は
、
届
出
を

し
な
い
で
土
地
取
引
き
を
す
る
例
が
よ

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

届
出
窓
口
は
、
企
画
課
企
画
係

(市

役
所
・

三
階
)
で
す
。

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

み
な
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
た
ば
こ

は、

一
箱

(
二
十
本
入
)
で
約
二
十
四

円
九
十
四
銭
、

一
年
間
で
三
億
四
千
五

百
万
円

(五
十
三
年
度
実
績
)
が
た
ば

こ
消
費
税
と
し
て
市
の
収
入
に
な
っ
て

お
り
、
明
る
い
豊
か
な
住
み
よ
い
街
。
つ

く
り
の
た
め
に
大
き
な
財
源
と
な
っ
て

い
歩
A

です
。

出
活
恨
や
旅
行
の
と
き
も
、
た
ぽ
こ
は

身
障
者
世
帯
な
ど
に

住
宅
資
金
の利
子
補
給

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
⑮
1
2
6
0

昭
和
五
十
四
年
度
中
に
住
宅
を
建
て
、

身
体
障
害
者
や
お
年
寄
り
と
同
居
し
て

い
る
世
帯
、
母
子
世
帯
、
お
よ
び
災
害

に
あ
っ
た
皆
さ
ん
で
、
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資
を
受
け
、
さ
ら
に
金
融
機
関
か

ら
建
設
資
金
を
借
り
て
い
る
人
に
、
県

が
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。
次
に

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
・
・
身
体
障
害
者
や
お
年
寄
り
と

同
居
し
て
い
る
世
帯
、
母
子
世
帯、

お
よ
び
被
災
者
の
人
で
、
前
年
の
年

収
が
四
百
万
円
(
事
業
所
得
二
百
七

十
五
万
円
)
以
下
の
人
。
た
だ
し
、

配
偶
者
の
収
入
も
含
み
ま
す。

住
宅
の
規
模
:
・
三
十
平
方
日
以
上
、
百

二
十
平
方
灯
以
下
。
た
だ
し
、
六
十

歳
以
上
の
お
年
寄
り
、
身
体
障
害
者
、

お
よ
び
六
人
以
上
の
家
族
が
同
居
す

る
場
合
は
、
百
五
十
平
方
日
以
下。

補
給
対
象
の
借
入
額
・・・
償
還
期
聞
が
十

五
年
以
上
で
、
借
入
金
額
が
百
万
円

以
上
百
五
十
万
円
以
下。

利
子
補
給
率
・
:
金
融
機
関
か
ら
貸
付
け

を
受
け
た
資
金
の
年
利
率
が

E
-
五

%
を
越
え
る
部
分
に

つ
い
て
、
三

-

ず且
w
m
b
E悶
附
昨
慌
に
制
川
平
'
焔
聞
払

T
Zー
し
み
ま
す
，。

年
経
過
す
る
と
、
申
請
に
よ
り
職
業

訓
練
指
導
只
の
免
許
が
得
ら
れ
ま
す
。

け
を
受
け
て
か
ら
五
年
間
。

申
込
受
付
期
間
・:
一
月
二
十
八
日
聞
か

ら
二
月
二
十
九
日
制
ま
で
。

受
付
場
所
:
・県
内
の
各
金
融
機
関
(
銀

行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
、
労
働
金
庫
、
農
業
協
同
組
合
)

職
業
訓
練
校
の

訓
練
生
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

長
野
県
学
生
寮
の

入
寮
者
を
募
集

長
野
県
学
生
寮
事
務
局

宮

0
2
6
2
⑧
0
1
1
1
内
線
7
5
5

所
在
地
・
・
・
埼
玉
県
浦
和
市

募
集
人
員
・・
・四
年
間
入
寮
・
約
五
十
人
、

二
年
間
入
寮
・
若
干
人
、
男
子
。

申
込
資
格
:
・長
野
県
出
身
者
(
原
則
と

し
て
、
父
兄
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

者
が
長
野
県
内
に
居
住
し
て
い
る
こ

と
)
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
。
①
学
生
寮
か
ら
通

学
で
き
る
地
域
内
の
大
学
に
、
昭
和

五
十
五
年
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る

者
(
修
業
年
限
四
年
制
以
上
の
大
学

と
し
、
夜
間
学
生
を
除
く
)

②
父
兄
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
が
、

寮
費
お
よ
び
諸
経
費
の
支
払
い
が
で

き
る
者
。
③
確
実
な
保
証
人
、
二
人

を
有
す
る
者
。
④
人
物
が
良
好
で
、

共
同
生
活
を
奪
こ
と
の
で
き
る
者
。

申
込
手
続
・
:
入
寮
希
望
者
は
、
申
込
書

類
を

「〒
三
八
0
・
長
野
市
大
字
南

長
野
字
幅
下
六
九
二
の
二
長
野
県

住
宅
部
住
宅
課
内
」
財
団
法
人
長
野

県
学
生
寮
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
右
記
長
野
県

学
生
寮
事
務
局
か
、
上
小
地
方
事
務

所
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。

由
市
川
込
幅
制
同
町
白1

・-
Z門円
t
T
、
古
川口
品
川
ム
川
て
勺
旬
、
h
N
吋

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
(
天
神
二
丁

目
)
で
は
、
次
に
よ
り
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
校
を
希
望
さ
れ
る
方

は、

三
月
三
十

一
日
間
ま
で
に
、
同
校

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

資

格

:
・
年
令
や
経
験
を
聞
い
ま
せ
ん

の
で
、
ど
な
た
で
も
入
校
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
建
築
製
図
科
は
、

二
級
建

築
士
受
講
希
望
者
の
た
め
に
特
設
し

ま
し
た
の
で
、
同
校
建
築
科
卒
業
生
、

ま
た
は
建
築
経
験
七
年
以
上
の
人
を

対
象
と
し
ま
す
。

職
種
・
:
造
園
科
で

一年
)
、
機
械
科

(
二
年
)
、
電
気
機
器
科
(
二
年
)
、

板
金
科
(
で一
年
)
、
建
築
科
(
三
年
)

左
官
科
(
J

一年
)
、
建
築
製
閲
科
(
二

年)、

和
裁
科

(
二
年
)
、
編
物
科

(一

年
)
。

(

)
内
は
修
業
年
限
。

修
了
生
の
特
典
・
:
修
了
年
限
二
年
以
上

の
訓
練
科
を
修
了
し
た
人
は
、
‘
一
級

技
能
士
A
Z
験
の
さ
い
、
学
科
試
験
が
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り理啓

一i急傾た疋
の固さ
話土れ
告のま
:計し
遁画弓
正的 4

在手IJ;r， 
主用 .去
地を淳
1& It ii 
~I ;か

ボいく

両出まり
で張す:
買や ν 

つR慌

て行
行の
きと
まき
しも
よ
うた
。11

li 

%
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
三

-

五
%
を
限
度
に
利
子
補
給
を
し
ま
す
。

利
子
補
給
期
間
・
:
金
融
機
関
か
ら
貸
付

だ一一一(官話溺針) 第 808号~

定期監査の結果公表

え一 (7)一一一昭和55年 2月1日 広報う

Gらしを守るあなたの国民年鎖

小池守

松野量平

石井泉殿

小林軍治殿

上田市監査委員

同

上田市 長

上田市議会議長

〈固f来年金謀国民年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

⑩ 

国民年金を受給されている皆さんへ
現況届の提出期限が変わります

定期監査の結果について (報告)

地方自治法第199条第 3項の規定により 実施した昭和

54年度第 2固定期監査の結果を、次のと おり報告します。

戸
』ヨロ

砂監査の期間‘

昭和54年 8月21日から12月25日まで

惨監査の範囲‘

昭和53年度における財務に関する事務処理の状況、

契約および工事の状況などについて

国民年金のうち老齢年金、通算老齢年金を受けてい

る方の現況届の提出期限が、次のように変わ ります。

砂誕生の月に変わる方

4月から12月末日までに生まれた方は、誕生月の末
日。

砂現行どおりの方

1月から 3月末日までに生まれた方は、これまで

どおり 2月15日。(来年からは、誕生月の末日に変更。)

現況届の用紙は、提出期限の約 1か月前に、 社会保

険庁から直接本人あてに'お送りします。

砂監査対象か所‘

民生部

国保年金謀、保健予防謀、清掃事務所

福祉事務所

福祉課、社会課 (母子寮、点字図書館、 相染閣)、

保育課 (27保育園) 、同和対策課、福祉事業セン

ター(西塩田事業所、中塩田事業所、川西事業所)、

報恩寮、老人福祉センタ一、乳児院、 川西社会福

祉センタ一、塩田解放会館、城南解放会館

教育委員会

学校教育課 (17小学校、 7中学校)、 社会教育謀、

同和教育課、体育課、中央公民館、城南公民館、

上野が丘公民館、塩田公民館、川西公民館、図書

館、博物館、山本鼎記念館、学校給食センター

所得から控除される国民年金の保険料

国民年金の保険料は、家族のために納めた分を含め

て、 「社会保険控除」の扱いをうけ、前年の所得から

全額差し引かれます。

このため、皆さんは 2月16日出から 3月15日出まで

に行われる所得税の確定申告のときに、昭和54年中

(昭和54年 1月から同年12月)に納めた国民年金の保

険料控除を受ける手続きをしてください。

これは、特例納付の保険料についても同じです。

選挙の知識今愈
⑩ 

住民登録と選挙人名簿

年
限
二
年
以
上

の
訓
練
科
を
修
了
し
た
人
は
、

二
級

技
能
士
受
験
の
さ
い
、
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
修
了
後
七

惨監査の結果‘
各所管における財務に関する事務は、おおむね適正

に処理されているものと認めた。

それぞれの監査か所における細部の指摘事項につい

ては、そのつど注意または改善を促した。

各所共通のおもな指摘事項については、 5J1j記のとお

りであるの

今後とも行政の多様化にともない、ますます増大す

る事務処理にあたっては、常に能率化に意を用い、効

率的執行に配意されるよう望むものである。

学
生
寮
事
務
局
か
、
上
小
地
方

所
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
・
:
二
月
十
二
日
陶
か
ら
こ

H

二
十
九
日
山
明
ま
で
。

務

ド

ド

、

わ

ん

仲

山

レ

・J
Z
U
V
H
μ
#思

則

的

し

。

mw

、

け

け

留

規

率

即

い

怖

が

か

か

ん

付

。

能

に

た

到

た

い

み

せ

ぷ

交

た

非

計

れ

」

れ

た

く

ま
う

等

れ

、
多
ら
F

い
ら

れ

多

済

ゆ

金

ら

は

土

え
か

み

さ

て

に

じ

助

み

と

か

加

な

く

意

し

で

に

補

く

こ

U
を

の

多

留

と

ま

行

、

多

る

い

討

理

が

で

然

日

執

て

が

す

か

検

処

の

の

依

目

的

い
所

制

思

に

務

も

る

が

月

画

お

課

強

と

規

事

る

あ

票

3
計

に

る

を

る

例

の

い

で

起

務

け

用

き

う

ど

て

長

の

き

る

事

欠

適

お

よ

な

つ

市

ら

除

あ

扱

に

の

が

る

金

な

田

か

を

で

取

理

則

難

き

助

に

上

て

合

の

付

処

規

の

で

補

長

は

つ

場

も

交

務

に

ど

が

、

の

表

入

な

い

金

事

て

な

理

料

設

代

に

殊

な

い

助

た

べ

的

処

託

施

の

月

特

ら

た

補

っ

す

式

務

委

が

市

4

、
な
れ

そ

形

事

表

団

が

ぱ

さ

1

4

2

3
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と

こ

簿

人

。
ま

う

、

や

。
で

上

あ

下

い

と

い

名

挙

す

山

ょ

が

み

い

学

{

司

の

か

て

が

な

人

選

1
沢

い

と

す

き

通

じ

挙

察

つ

件

き

挙

り

刊

が

多

こ

、

だ

ら

る

選

、

な

。

条

で

選

よ

オ

会

が

く

ば

く

か

す

。
は

に

う

の

が

ば

に

、μ
照

合

だ

ら

て

家

校

い

所

的

よ

次

票

じ

れ

れ

よ

の

場

た

な

し

。
入

さ

佳

則

し

ず

投

汁

け

こ

る

ど

い

い

た

に

す

に

だ

の

原

ま

ま

も

に

な

。
き

な

な

て

つ
う

ま

校

く

等

と

し

、
て

λ

、

い

す

で

い

い

し

あ

よ

り

学

て

生

ろ

意

立

つ

と

し

て

ま

が

な

て

に

が

る

な

の

し

学

こ

注

川

あ

に

に

れ

い

票

か

し

様

動

す

に

方

に

。
と

も

る

が

、

汁

さ

て

投

届

を

い

異

を

期

遠

う

す

る

て

き

利

つ

れ

録

つ

、

が

出

な

。
出

時

、

よ

ま

い

い

径

句、

李

登

な

と

券

屈

し

す

届

動

て

る

し

て

つ

票

j

。
山

没

民

に

す

場

い

は

で

に

呉

し

す

生

ん

に

投

ぱ

す

ぺ

引

住

み

ま

入

し

出

法

所

の

と

を

発

住

占

…

に

れ

ま

い

川

河

、

組

れ

、

正

届

方

支

生

外

出

が

に

の

多

ま

て

仕

さ

き

、

の
、

か

学

例

届

題

実

こ

と

い

わ

澄

以

つ

い

録

と

が

空

心

謀

ら

は

め

問

現

、

の
い

つ
が

今

が

な

登

の

す

架

も

民

か

合

動

に

で

で

挙

て

な

住

選

た

ら

に

挙

ま

。
と

市

れ

場

巽

び

ど

の

っ
と

I

2

し

の

簿

選

り

す

つ
に

こ

る

所

た

な

す

の

と

に

名

い

で

も

か

き

住

る

宿

ま

(別言己)
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(
一
月
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

高
ヰ
寸
秀
さ
ん

平
林
マ
サ
子
さ
ん

山
口
ト
シ
コ
き
ん

中
央
北
二
丁
目
(
上
紺
屋
町
)
七
四

l

佐
竹
せ
っ
さ
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小
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下
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九

七

号
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喜

三

江
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ん

三

好

町
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二

円
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二
郎
き
ん
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前

市

附
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ル
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同

国

戸
J
虻
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大 大

え

月16日

号

屋屋

阿
部
ひ
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さ
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常
国
二
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(
中
常
国
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嵩
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さ
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(
愛
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金

沢

勝

平

き
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鈴
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藤
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き
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俊
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さ

ん
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山
辺
国
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崎

定

之
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七
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岡

市
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六
九
八
五
五
二
七
七
五
八
六
九
七
三
八
二
八
三
占ハ一一
品ハ
n八

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
た
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

1

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い
な
水

と
空
気
を
{
寸
り
、
緑
の
あ
ふ
れ
る

寺
。
十
勺
ド

L
H
1レ
+
革

4
9
。

"

l

'
か
p
h
ソ
ド

:tき
C
れ
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で
正
、
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判
川
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世
+
夕
、
*
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林
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を

さ

ん

小

泉

八七
三
八
二
六
七
八
一
六
八
八
八
一一一一一

八七
二
七
O

め
、
豊
か
な
文
化
を
育
て
る
ま
ち

に
し
ま
す
。

-
人
々
の
善
意
を
と
う
と
び
、
あ

た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
に

し
ま
す
。

-
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ
こ

び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に
み
ち

た
ま
ち
に
し
ま
す
。

-
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広
く
世

界
に
目
を
向
け
た
明
る
い
ま
ち
に

ー
し
+
串
+
1
0
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